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第３回アドバイザーグループ会合を開催しました 
2⽉23⽇に、BeeDepの第3回アドバイザーグループ会合をオンラインで開催しまし
た。アドバイザグループは、カウンターパートであるモンゴル⾷料農業軽⼯業省とともに運
営しており、関係省庁や研究機関、NGOのメンバーで構成されています。 
プロジェクトはコロナ禍の影響を受け、終了時期を今年 12⽉まで 1年延⻑して活
動を継続しています。今回の会合では、活動の進捗状況を共有するとともに、プロ
ジェクトの成果品となる養蜂振興のための⼿引書を、事業終了後も持続的かつ
効果的に活⽤していく⽅法について協議を⾏いました。⼿引書の活⽤については、
アドバイザーグループのメンバー組織である農業軽⼯業研究開発センター（RD セ
ンター）が研修実施機関となり、トレーナーを設置・育成していくことで合意が得ら
れました。プロジェクトとしても、残りの活動期間でトレーナーの育成に⼒を⼊れてい
きます。 
 
 

 

 

養蜂家・獣医向けの品質管理セミナーを実施 
3⽉9⽇から13⽇にかけて、養蜂家と獣医を対象としたハチミツの品質管理セミナー
を実施しました。 
モンゴルのハチミツは、2020年に獣医庁から発令された「養蜂業務のための獣医ガ
イドライン」に沿って養蜂家が⽣産⼯程管理を⾏い、獣医によるチェックを受けて
Certificateが与えられる仕組みになっています。⼀⽅、JICAの農牧業バリューチェー
ンマスタープランプロジェクト（MONMAP-AVC）では、ハチミツのトレーサビリティを
確保するためのシステムを構築し、3⽉から実証を兼ねた運⽤が始まりました。今回
のセミナーはMONMAPとRDセンターとの共催で実施し、獣医ガイドラインとトレーサ
ビリティシステムの運⽤⽅法や、獣医に必要な養蜂の基礎知識について、専⾨家に
よる講義を⾏いました。 

ダルハンオール県農業局で⾏った獣医向けセミナー 

春の飼育とマーケティングのセミナーを開催 
3⽉下旬は蜂群が越冬庫から出て、養蜂が始まるシーズンです。巣枠や給餌の管
理が⾮常に重要です。この時期の飼育が採蜜開始時期と⽣産性を左右し、どのよ
うな花のハチミツを商品化できるかにも影響します。 
3⽉22⽇から24⽇にかけて、ダルハンオール県の養蜂場を回って、飼育状況を確認
し、技術指導を⾏うとともに、3⽉26⽇と27⽇に、春の飼育技術とハチミツのマーケテ
ィングに関するセミナーを開催しました。 
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